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なんでも相談所ご案内

さくらの家開放日

餅つきをしました
こんなことやってます！社協の事業③

「生活福祉資金」

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
旧
年
中
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
深
い
ご
理
解
と
格
別
な
る
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
四
月
、
会
長
に
就
任
し
て
か
ら
九
ケ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
前
会
長
の
後
を
引
き
継
ぐ
中

で
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
新
し
い
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
多
く
の

関
係
者
の
皆
様
の
お
陰
に
よ
る
も
の
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
豪
雨
、
台
風
、
酷
暑
、
地
震
等
の
自
然
災
害
が
発
生
し
多
く
の

被
害
が
出
ま
し
た
。
ま
た
、
ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
五
輪
で
の
小
平
選
手
の
活
躍
、
御
嶽
海
の
優
勝
、

松
本
山
雅
の
Ｊ
１
昇
格
な
ど
県
内
関
係
者
の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
、

平
穏
で
明
る
い
話
題
の
多
い
年
で
あ
る
こ
と
を
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
福
祉
を
取
り
巻
く
状
況
と
し
ま
し
て
は
、
介
護
の
人
材
不
足
が
相
変
わ
ら
ず
深
刻
で

あ
り
、
職
員
配
置
に
は
苦
労
を
強
い
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
福
祉
は
マ
ン
パ
ワ
ー
で
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
人
材
の
確
保
・
育
成
に
努
力
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
こ

の
状
況
を
乗
り
越
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昨
今
、
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、
福
祉
ニ
ー
ズ
が
多
様
化

す
る
中
で
、
地
域
福
祉
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う
本
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

支
え
合
い
・
助
け
合
い
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
す
る
中
で
、
町
民

の
皆
様
が
安
心
し
て
元
気
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
地
域
の
方
々
と
共
に
、

地
域
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
本
年
も
社

協
の
活
動
に
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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いけだデイサービスセンター高姫では干支の壁画を制作しています
２０１９年
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福祉団体販売

7団体が販売に協力してくださり、パン、お豆腐、
コーヒー、焼き芋、雑貨等の販売がありました。

フードドライブ
青木 広充さん(1丁目自

主防災会長)から「1丁目
の支え合いの取り組み」
を、小林 駿友さん(池田
町地域おこし協力隊)か
ら「岡山市災害ボランティ
ア活動について」を発表
していただきました。

フフーードドドドラライイブブっってて？？
家庭で保存されたまま利用されずに眠っ

ていたり、使う予定がない食料を持ち寄っ
ていただき、食料を必要としている方の支
援に役立てる活動です。

シンポジウム

第 32 回池田町社会福祉大会を開催しました
安心、安全な地域で暮らすために ～広げよう地域の支え合い～　をテーマに

いざという時にすぐに行
動(避難)するためには、
日頃から地域の仲間と
コミュニケーションをは
かり、訓練しておくこと
が大切です。

平成30年度  社会福祉法人池田町社会福祉協議会
会長表彰被表彰者　（順不同・敬称略）

■池田町子ども会育成連絡協議会の団体発展に尽力

　された社会福祉事業団体功労者として

　川瀬　正士
■６年以上にわたり、地区においてサロンの開催により

　地域福祉に尽力された地域福祉活動功労団体として

　坂下いきいきサロン寿会
　中之郷いきいきサロンお楽しみ会
■本会に対し多額の金品を寄付された地域福祉協力

　援助者、団体として

　田代靖尚（故逸見陸子様遺言執行者）
　長野県労働金庫大町支店運営委員会

ご協力
ありがとう
ございました

　社会福祉大会に併せて
フードドライブを開催しま
した。
　当日はお米、缶詰め、お菓子、飲み物等、
総数167個、 総重量315kgと沢山の食料を
持ち寄っていただきました。 皆さんからいた
だいた食料は特定非営利活動法人フードバ
ンク信州をとおして、 食料を必要としている
方や、 子どもカフェ等に届けられます。
　ご協力ありがとうございました。

「支え合いの取り組み、
素晴らしいと思いました」
「ボランティア体験、 興
味深く聴きました。 次の
人達に繋がるといいと思
いました」

大好評でした！

障がいのある方とボランティアの皆さんでつくる“いけだフレンズ”は12月13日(木)「今年も頑張ったで来
年も頑張る会」を開催しました。65名の参加があり、すずらん会による歌や踊り、ボランティアさんの手

作り昼食、ビンゴゲーム等を楽しみました。参加された方からは「ご飯がおいしかった」「皆で話して笑っ

て、楽しかった」等の感想が聞かれました。 “いけだフレンズ”の集まりは、年に数回しか会えない仲間

同士の交流の場にもなっています。また、今回は寄付していただいたもち米をおこわにし、おいしくいた

だきました。ありがとうございました。

・綿の柔らかいもの

・Tシャツや肌着

・シーツ

・タオル等

今年も頑張ったで来年も頑張る会　開催しました！

清拭用の布、

バスタオルを募集します

いけだフレンズ

　 平成30年12月15日(土）、 第32回池田町社会福祉

大会を開催しました。 長年にわたり地域福祉の推進

に功労された個人 ・ 団体への会長表彰や 「白馬村

要約筆記サークルころぽっくる」 による要約筆記、

福祉団体による販売等もあり約140名の方にご参加

頂きました。

　 菊池聡先生 （信州大学人文学部教授 ・ 地域防災

減災センター長） による基調講演では、 災害時の行

動に心の動きがどのように影響するのか、 正常性バ

イアス （非常時において 「自分は大丈夫！」 と思い

込む脳の働き） という心理的要素をとりまぜた話をし

ていただきました。

☆寄付お礼☆
田代靖尚 様(故逸見陸子様遺言執行者)・ 1,500,000円
(株)なぶーる 様・・・・・・・・・・・・ 16,825円

匿名者 様 ・・・ うるち米30kg、もち米30kg

匿名者 様 ・・・・・・・・・・・ 20,000円

ろうきん大町支店運営委員会 様 ・・・・・20,000円

農業祭、病院祭実行委員会/

池田町健康と食と農を考える集い実行委員会 様

・・・・玄米90kg

以上の方々からご寄付いただきました。

厚くお礼を申し上げます。(H30.8.7～H30.12.14)

▲12月7日、 農業祭、 病院祭実行委員

会/池田町健康と食と農を考える集い

実行委員会からお米を寄付していた

だきました。

田代靖尚様(故逸見陸子様遺言執行者)からの

ご寄付により、福祉車両へんみⅡ号を購入しました。

へんみⅡ号は、池田町社協が実施している

福祉輸送サービスの車両として池田町を走ります。
デイサービス等で使用する清拭用の布を集

めています。新品でなくても構いません。ご協

力をお願いします。

社協窓口まで直接お持ちいただくか、ご連絡

いただければ社協がお伺いします。
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い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
本
年
も
社

協
の
活
動
に
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

会
長
　
中 

嶋
　
一 

光

社
会
福
祉
法
人

池
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

いけだデイサービスセンター高姫では干支の壁画を制作しています
２０１９年


